
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

多治見市・土岐市の“市街地に隣接する樹林地”を「土砂災害に

強く、自然環境や景観が豊かな樹林地（グリーンベルト）として保

全・創出すること」を目的とし、行政機関やボランティア団体等地

域と連携して活動しています。 

 

土岐津中学校の 1 年生 107 名が、ふるさとの森「土岐津の森」

を舞台に、土砂災害と樹林の働きなどを学ぶ学習、森の土と木の観

察、土砂災害に強い樹林を目指した樹林整備活動に取り組みまし

た。この活動は、多治見砂防国道事務所、土岐市、多治見さぼう・

みちボランティアクラブの支援のもと実施しました。 

 

屋内学習:「砂防のはなし」「森のはなし」「ハザードマップの確認」 

屋外学習:「土石流模型実験」 

 

「土の観察」「木の観察」「ノコギリの取扱講習」 

令和 5 年度「土岐津の森」土岐津中学校による活動報告 

11/1 学 習 会 （森 に入 る前 の事 前 学 習 ） 

土岐津中学校 西山団地 

歩道 

今年度活動範囲 

昭和 30 年代頃の土岐市は、燃料伐採・陶土の採掘等に

より「はげ山」が広がっていました。「はげ山」では、少し

の雨で大量の土砂が流出し、下流域では土砂災害が頻発し

ていました。土砂の流出を軽減するため、砂防事業等によ

る緑化対策に取り組み、緑が回復しました。 

ハザードマップの確認 

緑は回復しましたが、現状の「土岐津の森」は林床

が暗く、植物が芽生えにくい環境であり、樹林が備え

る様々な効果が期待しにくい状況となっています。 
そのため、土砂災害が発生しないような「強くて明

るい樹林づくり」に取り組んでいます。 

土岐市の職員の方に、災害が起こ

りやすい場所や避難場所についてハ

ザードマップを使って説明していた

だきました。 

強くて豊かな樹林にするために はげ山からの再生 

○学習会 11 月 1 日 

○観察会（野外学習） 11 月 7 日 

土岐川流域グリーンベルト活動とは 

土岐津中学校での取り組み 

はげ山の土が白くみえている 緑化工事の開始 

植栽後、緑が増えてきている 緑化のための植栽を実施 

施工後 

昭和 40 年頃 昭和 30 年代 

昭和 44 年頃 

（出典：復刻版 よみがえる緑の山 土岐地区民有林直轄治山事業、中部森林管理局） 

樹林整備のイメージ

樹木の伐採活動（樹林整備活動） 

土石流模型実験 

（ハザードマップは土岐市役所から提供） 砂防堰堤によって、下流側にある家

屋等への土砂災害の被害が軽減される

ようすを模型実験で学びました。 

○樹林整備活動（野外学習） 11 月 21 日 

土岐津の森 

「樹林整備（常緑低木や成長の悪い木の伐採）」 

砂防・森のはなし 

かつてはげ山だった土岐川流域

の歴史や土砂災害から、樹林整備

の必要性などを学びました。 
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落葉などが微生物等によって

分解されてできた腐植土の厚さ

を測りました。 

土や木の観察を行い、「土岐津の森」に触れ合うとともに、土壌や樹種の特徴から「土岐津の森」の樹林整備の必

要性を学びました。また、次回の樹林整備活動に向けてノコギリの取扱講習を行いしました。ほとんどの生徒は、

「土岐津の森」に初めて入りましたが、土岐市、多治見砂防国道事務所の職員と多治見さぼう・みちボランティアク

ラブの指導のもと、ケガなく活動を終えることができました。 

土の観察 ノコギリの取扱講習 

伐採作業 危険予知活動 玉切り作業 

11/21 樹 林 整 備 活 動  

樹林整備活動では、「土岐津の森」を強く明るい樹林にするために木の伐採と玉切りを行いました。活動前には活

動支援者とともに危険予知活動を行い、服装や伐採時の注意点を確認し、ケガなく安全に活動を行うことができまし

た。活動を通して森が明るくなったことを実感し、活動が土砂災害に強い森づくりにつながることを学びました。 

11/7 観 察 会  

○生徒のコメント（一部抜粋） 

・森は私たちの生活を豊かにし、災害が起きないようにするために森が大切なことがわかった。 

・学習会では、DVD を見て森や災害について知ることができ、自然を守りたいと思った。 

・森のことをあまり知らなかったが、実際に森に入ることで、自分の目で見て森について知ることができた。 

・土岐津の森の腐植土がほかの森より薄いことを初めて知った。 

・木の伐採をすることが、森を守ることにつながるということを初めて知った。 

・木は多く生えていればいいというわけではなく、根がしっかりとした木を生やすことが重要だとわかった。 

・土砂災害の怖さや、樹林整備活動の大切さがよく分かった。 

○土岐津の森グリーンベルト活動の経緯 

平成 18 年：活動開始（歩道整備、森林調査等） 

平成 20 年：樹林整備開始 

○過去の主な支援者 

土岐市、岐阜大学、NPO 法人鎮守の森、 

土岐口財産区、土岐津公民館、 

多治見さぼう・みちボランティアクラブなど 

幹や葉の特徴から樹種を調べ、

過去にはげ山であった土岐津の森

の樹木を学習しました。 

初めてノコギリを扱う生徒が

多い中、上手に玉切りができま

した。 

木の観察 

作成者・お問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 

多治見砂防国道事務所 砂防調査課 
〒507-0023 岐阜県多治見市小田町４－８－６ 

TEL：(0572)25-8024 
【事務所 HP】【砂防 X(旧 Twitter)】 

   


